
第１７章　橋津川の改修

第１節　改修事業への第一歩

１　改修の必要性


　第２編第４章「東郷池周辺における景観の変遷」において、歴史地理学的な観点から、東郷池周辺のこと
川　切　り
がらについて詳細に述べているところであるが、ここでは橋津川改修の必要を述べる。

　橋津川は、羽合、東郷両町にまたがる東郷池と、日本海を結ぶ延長２．１　の２級河川（昭和４２年指定）であり、東郷池の水をはきだす役割をしているが、川幅が狭く蛇行しているうえ東郷池と日本海との高低差が少なく水流が緩やかであるため、河口がたびたび閉そくされてきた。特に海が荒れたり台風が来襲すれば、日本海の潮位が上昇し海水がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 7(注),逆)流することがたびたびあった。又、河口が閉そくしたうえ、大雨が続けば東郷池は増水し、周辺の耕地及び住宅、旅館などは浸水して大きな被害を受けてきた。昭和３４年の伊勢湾台風では、両町で３昼夜にわたる大水をはじめ、年に数回は浸水で悩まされ続けた。

　　注＝海水が逆流することを、潮込みと言っている


　現在東郷池周辺は、東郷湖羽合臨海公園事業、その他で造成されたが、近世以降干拓された湿田は裏作のできない一毛作田（さわ田）で水稲が栽培されていて河口が閉そく増水すれば稲に被害が発生したり、旅館は浸水して営業できなくなり漁業者も漁獲量が少なくなることから漁業会（漁業協同組合以前の名称）が音頭を取り、漁師、農民、旅館主などがスコップ、ジョレンなどを持って河口に集まり、閉そくしている砂を分けて橋津川の水を流れるようにしていた。これを川切りと呼んでいた。

　漁業会が音頭を取った理由に別の目的もあった。それは春に海から池にさかのぼって成育する、イナ、イナギ、セイゴなどの稚魚の習性にもとづき、漁獲量を上げるため、昔から続いた作業であった。この川切り作業は重労働のため、昭和２８年頃にブルドーザーが導入され人力による川切り作業もなくなった。
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